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TOPIX
新年のご挨拶
確定申告

広　報

まつかわ
世帯数：
人　口：
　　男：
　　女：

  4,413 戸（＋4）
12,767 人（＋3）
  6,135 人（＋4）
  6,632 人（－1）
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広報まつかわ

あなたの想いを生かします
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町
長
に
就
任
以
来
、
松
川
町
に
住
ん
で
良
か
っ
た
と
実
感
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
、
住
ん
で
み
た
い
と
思
う
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
方

の
基
本
に
お
い
て
町
政
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
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今
日
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
・
情
報
化
・
価
値
観
の
多
様

化
な
ど
、
時
代
の
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
る
中
で
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
よ
り
多
く
の
関
係
人
口

を
創
出
す
る
と
い
う
視
点
が
大
事
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
松
川
町
の
持
つ
魅
力
を
内
外
に
発
信
し
、
よ

り
多
く
の
皆
さ
ん
が
こ
の
地
域
を
訪
れ
、「
ま
た
き
て
ね
」「
ま
た
く
る
よ
」
の
お
も
て
な
し
の
心
で
交
流
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
方
々
と
関
係
性
を
築
い
て
い
く
こ
と
で
、
地
域
の
活
力
創
出
や
、
産
業
振
興
、
若
者
定
住
の
促

進
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。
こ
れ
は
、
松
川
町
が　

年
間
か
け
て
育
ん
で
き
た
「
人
と
人
と
の
つ
な
が
り

６０

を
大
切
に
し
て
い
く
」
と
い
う
言
葉
に
も
置
き
か
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

本
年
は
、
第
５
次
松
川
町
総
合
計
画
の
改
訂
版
を
策
定
す
る
年
で
も
あ
り
ま
す
。
今
回
の
計
画
は
、
新
し

い
時
代
を
創
造
し
て
い
く
確
か
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
も
つ
こ
と
、
そ
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に
向
け
て
、
町
の
課
題

や
政
策
を
総
合
的
に
ま
ち
づ
く
り
の
視
点
か
ら
捉
え
る
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。
基
本
構
想
と
し

て
掲
げ
る
「
い
っ
し
ょ
に
育
て
よ
う　

一
人
ひ
と
り
が
輝
く　

笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち　

ま
つ
か
わ
」
を
引
き

続
き
土
台
に
据
え
な
が
ら
、
松
川
町
の
将
来
の
姿
を
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
創
り
上
げ
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

お
わ
り
に
、
本
年
が
町
民
の
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、
明
る
く
健
康
で
幸
多
き
一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
、

心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
挨
拶
と
し
ま
す
。

新
年
の
ご
挨

 
新
年
の
ご
挨
拶拶  
 

松
川
町
長

深
津

松
川
町
長　

深
津　

徹徹
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いっしょに育てよう　一人ひとりが輝く　笑顔あふれるまち　まつかわ

　松川町の将来のビジョンを描く「松川町総合計画」。平成３２（２０２０）年度～平成３５（２０２３）年度までの新たな計画
（第５次松川町総合計画[改訂版]）の策定に向けて、地域づくり会議の委員を募集します。

　
○地域づくり会議とは？
　　・松川町の将来のまちづくりに対する夢やアイ

デア、思いを話し合う場
　　・これからのまちづくりで、基本とする方針や、

重点的に取り組む課題などを考え、話し合う場
　
（１）募集人数　６人
（２）委員の任期　平成３１（２０１９）年２月～

平成３２（２０２０）年３月
（３）募集期間　１月２１日（月）～２月８日（金）
（４）選考方法
　在住地域、年齢、男女のバランス、職業などを考慮
して選考させていただきます。

（５）応募資格（次に掲げるすべての要件を満たす方）
　①松川町に住所を有する方
　②継続して会議に出席することができる方
　③公募委員に選任される日において、３つ以上他の
附属機関等の委員に選任されていない方

　④町議会議員でない方
（６）応募方法
　指定の応募申込書に必要事項を記入し、次のいず
れかの方法で、まちづくり政策課まちづくり推進係
まで提出してください。

　①持参　②郵送（〒３９９-３３０３　松川町元大島３８２３）
　③FAX　３６-５０９１　④電子申請（町ホームページより）
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五十嵐
　まり子さん

（プロフィール）
　歌手
　大分県大分市出身
　松川町在住
　清流苑まつり、生田文化芸能祭、
　名子地区公民館 芸能文化祭などに出演
　県外では、神奈川県、大阪府、兵庫県、広島県などで
　各種イベントに出演

サトウ
　リュースケさん

（プロフィール）
　シンガー・
　ソングライター
　松川町出身
　東京都中野区在住
　楽宴2018、イイダミュージックウェーブなど出演
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　いっしょに育てよう　一人ひとりが輝く　笑顔あふれるまち　まつかわ

松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町ののののののののののののののののののののの将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来のののののののののののののののののののののこここここここここここここここここここここととととととととととととととととととととと　松川町の将来のことをををををををををををををををををををををを
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっしししししししししししししししししししししょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょににににににににににににににににににににに語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいままままままままままままままままままままませせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかいっしょに語り合いませんか？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？　

第５次松川町総合計画[改訂版]に向けた 地域づくり会議の委員募集

まちづくり政策課　まちづくり推進係　緯36－7014

まちづくり政策課　まちづくり推進係　緯36－7014

　松川町の魅力を広く紹介・発信していただくため、新たに２人を松川町ふるさと大使に委嘱しました。現在
お願いしている関東地区松川町の会や関西信州松川町の会、町内外で活躍されている歌手の方々と合わせて、
ふるさと大使は合計１１人となります。



4人のつながりを大切にします

広報まつかわ

◎申告相談日程表　　＊混雑をさけるため、できるだけ地区指定日にお出かけください。

　町では下記の日程表のとおり、申告相談を行います。
　申告が必要かどうかチェックし、持ち物などご確認のうえ、期間中に申告をお願いします。

●受付時間：8時～11時、 13時～16時　　　●相談時間：8時30分～17時（12時～13時を除く）

◎申告の際に必要な物
□ 番号通知カード ＋ 本人確認書類(運転免許証など) または、マイナンバーカード
□ 印鑑（口座の届出印）および 口座番号等を確認できる通帳など（本人名義の口座）
□ 税務署から申告書類が送付された方は申告書類一式
□ 営業、農業、不動産などの「収支内訳書」（各自で作成済みのもの）
□ 給与、年金、報酬などの「源泉徴収票」または「支払額の証明書」の正本
□ その他、収入や経費を確認できる帳簿書類など
□ 生命保険料、国民年金保険料、社会保険料、地震保険料の支払証明書
□ 障害者控除を受ける方は、身体障害者手帳など
　 （介護認定者で障害者に準ずると認められる方は、申請により「障害者控除対象者認定書」が交付され、障害
者控除を受けることができます。　 申請先：役場保健福祉課　高齢者係）

□ 医療費控除を受ける方は医療費の領収書など（※合計金額を集計してお持ちください）
□ セルフメディケーション税制の特例控除を受ける方は、「一定の取り組み」を明らかにする書類と、セルフメ
ディケーション税制の明細書（※合計金額を集計してお持ちください）

□ 特定の団体に寄付をされた方は、寄付金受領証明書

「公的年金等の源泉徴収票」の保管をお願いします！
　「平成３０年分公的年金等源泉徴収票」が日本年金機構から順次発送されています。申告の際必要になりますので
大切に保管をお願いします。なお、紛失してしまった場合は、ご本人からの申請で再交付できます。基礎年金番号
を確認できるものを用意し、年金事務所の窓口または電話で申請してください。

ねんきんダイヤル ☎0570-05-1165　　　飯田年金事務所(お客様相談室) ☎22-3641

 町県民税の申告と所得税の確定申告 
～町の申告相談は２月１９日(火)からです～

会場地区割曜日日月
生東会館生東火19

２

上片桐改善
センター

上片桐 上段水20
上片桐 下段木21
上片桐（午前のみ）金22

役場
大会議室

上大島・福与月25
名子・部奈火26
古町・上新井水27
名子・部奈木28

古町・上新井金13

＊庁舎の防犯上、８時までは庁舎内に入れません。
＊１１時から１３時の間も番号札の受取り、待合室のご利用は可能ですが、相談は１３時以降になります。

会場地区割曜日日月

役場
大会議室

上大島・福与月4

3

名子火5

指定日に申告
できない方

水6
木7
金8
月11
火12
水13
木14
金15
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　国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」
をご利用いただければ、画面の案内に従って金額など
を入力することにより、税額などが自動計算され申告
書を作成することができます。
　作成した申告書は、印刷して郵送などにより提出で
きます。また「e-Tax（電子申告）」を利用して提出す
ることもできます。

国税庁ホームページ　www.nta.go.jp

問合せ：飯田税務署 ☎22-1165　　　　住民税務課 課税係 ☎36-7046

■日 時：2月 18日（月）～3月 15日（金）
　　　　 9時～16時　※土・日曜日、祝日は除く

○青色申告　　
○土地建物、株などの譲渡所得の申告
○住宅借入金等特別控除（1年目）の申告　
○損失、繰越損失の申告　
○消費税や贈与税の申告

■ 次の方は、
　 飯田税務署の申告会場で申告してください。

◆還付申告については、1月4日から受け付けています。

（＊）年末調整の際に、16歳未満のお子さんを扶養に
        とっていない方は、住民税の申告が必要です。

申告不要
（＊）

　　　　　　　　　（＊）
住民税の申告が必要です

役場へ
所得税の確定申告が

必要です

税務署か役場へ
所得税の確定申告が

必要です

税務署へ

いいえ

以
上

い
い
え

は
い

はい

ない

はい

未
満

いいえ

ある

な
い万

円
未
満

20
万
円
以
上

20

年金以外の所得が

年金収入額
400万円

給与以外の所得が

万
円
未
満

20
万
円
以
上

20 な
い

○
次
の
控
除
の
適
用
を
受
け
る
方

　
・
扶
養
控
除
・
生
命
保
険
料
控
除

　
・
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
の
特
例

　
　
控
除
・
医
療
費
控
除
・
寄
附
金
控
除
　
　

　
・
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
　
な
ど

○
年
の
途
中
で
退
職
し
、
再
就
職
し
て
い
な
い
方

○
２
カ
所
以
上
か
ら
給
与
の
支
払
い
を
受
け
た
方

○
給
与
以
外
の
収
入
が
あ
る
方

年末調整はしましたか？

年末調整の内容に変更が年
金
収
入
金
額
が
　
万
円
未
満

98

年
金
収
入
金
額
が
　
万
円
以
上

98

年
金
収
入
金
額
が
　
万
円
未
満

148

年
金
収
入
金
額
が
　
万
円
以
上

148

65才以上 65才未満

所
得
の
合
計
が
所
得
控
除

の
合
計
額
よ
り
大
き
い

所
得
の
合
計
が
所
得
控
除

の
合
計
額
よ
り
小
さ
い

青
色

白
色

同
居
し
て
い
る
家
族
の
税
申
告
上
の
扶
養
に
な
っ
て
い
る

主な所得が
給与所得の方

主な所得が
公的年金等の方

個人事業者の方
○自営業○農業など

・収入がなかった
・遺族年金、障害者年金などを受給しており
  他に収入がない

収入があった平成30年 1月 1日
　　　～12月 31日までの間に

居住先の市区町村や
税務署にご確認くだ
さい

平成31年 1月 1日現在松川町に居住している

申告が必要かどうかチェックしてみましょう
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住みよいまちをつくります

　医療保険については、今年度から送付する医療費通知を所得税の確定申告（医療費控除）に使用できるよう
になります。

○後期高齢者医療保険の医療費通知　　発送元：長野県後期高齢者医療広域連合事務局
　送付日：１月下旬（前年１月から前年１０月診療分）
　　　　　３月下旬（前年１１月から前年１２月診療分）

問合せ：長野県後期高齢者医療広域連合事務局　業務課　給付係　☎０２６-２２９-５３２０

○国民健康保険の医療費通知　　　発送元：松川町役場保健福祉課保健予防係
　送付日：８月上旬（前年１月から前年４月診療分）
　　　　　１１月上旬（前年５月から前年７月診療分）
　　　　　２月上旬（前年８月から前年１０月診療分）
　　　　　４月以降（前年１１月から前年１２月診療分） 問合せ：保健福祉課　保健予防係　☎３６-７０３４

国民健康保険および後期高齢者医療保険加入の皆さん　医療費通知が届きます

※申告期間中に医療費控除の申請をされる際は、１月下旬までにお送りする医療費通知と併せて、１１月および
１２月診療分の医療機関等からの領収書を添付のうえ、申告してください。
※医療費通知は、前年に医療機関を受診していない方には届きません。

　

健
や
か
に
暮
ら
し
て
い
く
た

め
に
は
心
身
へ
の
ケ
ア
が
大
切

で
す
。
今
回
、
心
豊
か
に
暮
ら

す
た
め
の
話
を
お
聞
き
す
る
会

を
開
催
し
ま
す
。
ご
自
分
の
心

に
は
ど
ん
な
栄
養
が
必
要
か
考

え
る
た
め
の
機

会
と
な
る
よ
う
、

多
く
の
方
の
参

加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

日
時　

３
月
８
日
（
金
）

　
　
　

９
時　

分
～

３０

場
所　

え
み
り
あ　

学
習
室
１

申
込
み

　

高
齢
者
ク
ラ
ブ
員
の
方
→

ク
ラ
ブ
長
へ

　

一
般
の
方
→

役
場
保
健
福
祉
課
へ

締
切
り　

２
月　

日
（
木
）

２８

　
　
　

保
健
福
祉
課

　
　
　
　

高
齢
者
係

☎　

－

７
０
２
２

３６

高
齢
者
ク
ラ
ブ
主

高
齢
者
ク
ラ
ブ
主
催催

「
心
に
も
栄
養
を

　
「
心
に
も
栄
養
を
」」

参
加
者
募

参
加
者
募
集集

　

カ
メ
ム
シ
・
イ
ネ
ミ
ズ
ゾ
ウ

ム
シ
な
ど
の
越
冬
害
虫
駆
除
お

よ
び
果
樹
の
剪
定
枝
焼
却
を
目

的
と
し
て
、「
町
内
一
斉
土
手

焼
き
日
」
を
設
定
し
ま
し
た
。

こ
の
日
に
限
っ
て
は
、
町
で
消

防
署
へ
の
届
出
を
行
い
ま
す
。

＊
各
農
家
で
設
定
日
以
外
に
土
手

焼
き
な
ど
を
実
施
す
る
場
合
は
、

個
々
で
消
防
署
へ
の
届
出
を
必

ず
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

日
時

　

３
月
２
・
３
日
（
土
・
日
）

　

両
日
と
も
８
時
～　

時
１２

注
意
事
項

・
風
の
強
い
日
は
実
施
を
見
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

・
あ
ら
か
じ
め
バ
ケ
ツ
な
ど
に

十
分
な
量
の
消
火
用
水
を
準

備
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

・
宅
地
や
山
林
な
ど
と
地
続
き

の
と
こ
ろ
は
、
特
に
注
意
し

て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
作
業
中
は
火
の
そ
ば
を
離
れ

な
い
よ
う
に
し
、
作
業
後
は

完
全
に
火
が
消
え
た
こ
と
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

産
業
観
光
課

　
　
　
　

農
業
振
興
係

☎　

－

７
０
２
７

３６

町
内
一
斉
土
手
焼
き

町
内
一
斉
土
手
焼
き
日日

県
営
住
宅
入
居
者
募

県
営
住
宅
入
居
者
募
集集

　

飯
田
下
伊
那
地
区
に
お
け
る

４
月
１
日
入
居
可
能
住
戸
に
か

か
る
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

受
付
期
間
（
土
・
日
含
む
）

　

２
月　

日（
水
）～　

日（
金
）

１３

２２

受
付
場
所

　

長
野
県
住
宅
供
給
公
社

　
　

飯
田
管
理
セ
ン
タ
ー

　

飯
田
市
追
手
町

　
　

２

－

６
１
４

－　
４７

　
（
南
信
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
）

募
集
内
容

　

募
集
団
地
な
ど
の
詳
細
は
、

２
月
上
旬
に
県
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

や
公
式
モ
バ
イ
ル
サ
イ
ト
で
公

表
の
予
定
で
す
。

抽
選　

３
月
５
日（
火
）　

時
～

１０

問　

長
野
県
住
宅
供
給
公
社

　
　
　

飯
田
管
理
セ
ン
タ
ー

☎　

－

０
４
６
０

４８

送付済み
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ご希望の方はコミュニティ・カフェに入会のうえ、ご参加ください。

講演時間　13：45～15：00
講演場所　老人福祉センターコミュニティ・カフェ よろず講演会２月

講　師内　容日　程

下伊那赤十字病院 認定看護師 小澤　恵美氏皆で知ろう排泄のこと２月１５日（金）
矢高眼科医院長 矢高　真人氏目のお話２月２１日（木）
宗源原自治会 佐々木　光男氏カラオケで奏でるアルトサックスの調べ２月２７日（水）

地域包括支援センター　緯36－6800

収
集
品
目

●
使
い
捨
て
電
池

　

ア
ル
カ
リ
、マ
ン
ガ
ン
、

　

リ
チ
ウ
ム

●
充
電
式
電
池

　

ニ
カ
ド
、
ニ
ッ
ケ
ル
水
素
、

　

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン

●
ボ
タ
ン
電
池

●
蛍
光
管

　

丸
管
、
直
管
、

　

電
球
型
蛍
光
管

●
水
銀
温
度
計
、

練
朱
肉

＊
有
害
ご
み
は
、
正
し
く
廃
棄

し
な
い
と
、
環
境
汚
染
の
原

因
に
な
り
ま
す
。

分
別
排
出
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

会
場
で
は
種
類
別
に
収
集
し

ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
分
別

し
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

○
各
電
池

　

種
類
別
に
「
ド
ラ
ム
管
」
ま

た
は
「
コ
ン
テ
ナ
」
の
中
へ
。

○
蛍
光
管

　

割
ら
ず
に
「
収
集
袋
」
の
中

へ
。

・
蛍
光
管
が
入
っ
て
い
た
容
器

包
装
が
あ
る
場
合
は
、
容
器

包
装
に
蛍
光
管
を
入
れ
て
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

・
有
害
ご
み
を
持
ち
込
ま
れ
る

際
に
使
用
し
た
袋
は
お
持
ち

帰
り
く
だ
さ
い
。

・
次
の
も
の
は
、
有
害
ご
み
で

は
収
集
で
き
ま
せ
ん
。

　

車
の
バ
ッ
テ
リ
ー

→
粗
大
ご
み
へ

　

白
熱
電
球
・
Ｌ
Ｅ
Ｄ

　

グ
ロ
ー
球
（
点
灯
管
）

　

ナ
ツ
メ
球

→
埋
立
ご
み
へ

・
蛍
光
管
は
、
買
い
替
え
時
に

で
き
る
だ
け
、
お
店
も
し
く

は
店
頭
に
設
置
し
て
あ
る
リ

サ
イ
ク
ル
ボ
ッ
ク
ス
へ
排
出

し
ま
し
ょ
う
。

環
境
水
道
課　

環
境
係　

☎　

－

７
０
２
６

３６

↑充電式電池はこれらのマークが目印です

日　
　

時　

２
月　

日
（
日
）

２４

　
　
　
　
　

９
時
～　

時
１２

収
集
場
所　

役
場
・
上
片
桐
支
所

　
　
　
　
　

Ｊ
Ａ
生
田
事
業
所

有
害
ご
み
収
集

　

自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
は
、

車
検
証
に
記
載
さ
れ
て
い
る
住

所
地
に
お
い
て
、
４
月
１
日
現

在
の
所
有
者
ま
た
は
使
用
者
に

課
税
さ
れ
ま
す
。

　

車
両
を
譲
渡
、
廃
車
し
た
場

合
や
、
住
所
に
変
更
が
あ
っ
た

場
合
に
は
、
次
の
申
請
場
所
で

速
や
か
に
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。

・
原
動
機
付
自
転
車

　
（
１
２
５　

以
下
の
バ
イ
ク
）

cc

・
小
型
特
殊
自
動
車　

松
川
町
役
場
住
民
税
務
課

　

☎　

－

７
０
４
６

３６

自
動
車
・
軽
自
動
車

自
動
車
・
軽
自
動
車
をを

お
持
ち
の
皆
さ
ん

お
持
ち
の
皆
さ
ん
へへ

・
軽
自
動
車

・
軽
二
輪
自
動
車

　
（
１
２
６　

～
２
５
０　

）　

cc

cc

軽
自
動
車
検
査
協
会

長
野
事
務
所
松
本
支
所

☎
０
５
０（
３
８
１
６
）１
８
５
５

・
普
通
自
動
車

・
小
型
二
輪
自
動
車

　
（
２
５
１　

以
上
）

cc

長
野
運
輸
支
局

松
本
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所

☎
０
５
０（
５
５
４
０
）２
０
４
３

※
松
本
ナ
ン
バ
ー
の
車
両
に
つ

い
て
は
、
長
野
県
飯
田
地
区

自
家
用
自
動
車
協
会
に
て
代

行
で
の
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

　

☎　

－

０
４
５
０

２２

営営営営営営営営営営農農農農農農農農農農推推推推推推推推推推進進進進進進進進進進功功功功功功功功功功労労労労労労労労労労者者者者者者者者者者表表表表表表表表表表彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰受受受受受受受受受受営農推進功労者表彰受賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞

　第２７回関東農政局国営土地改良事
業地区営農推進功労者表彰において、
ニーズに応じた作業受託と、きめ細
やかな農作業管理による高品質な米
作りが評価され、古町の大島浩氏が
関東農政局長より表彰されました。
おめでとうございます。

　　　建設課　農地整備係
☎36-7028

住
民
税
務
課　

課
税
係　

☎　

－

７
０
４
６

３６



本物の木のつる、葉っぱ、松ぼっくりを使っ
てリースを作りました。きらきらリボンやベ
ル、オーナメントは、どこに飾り付けようか
な♪みなさん真剣に、そして楽しんで作っ

ている姿
が印象的
でした。

地域発元気づくり支援金（南信州地域）の平成29
年度優良事例としてNPO法人Hugが「多世代交
流型こどもカフェ事業」で地域振興局長より表彰さ
れました。さまざまな背景を抱えた子どもたちの居
場所づくりのために「こど
もカフェ」（毎週木曜日・隔
週土曜日、場所：竹村会館）
を開いています。これからの
活動にも注目です。

今年も松川産のおいしい「ふじ」を求めて、多くの
方が訪れました。毎年大人気の袋詰めのコーナー
では、開会式前から長蛇の列が。持ちきれないほど
の山盛りいっぱ
いのりんごに、
皆さんうれしそ
うです。

　　　　　　　　えみりあ

　　　　　　　　図書館12/15■オリジナルのリースが完成☆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図書館　　　　　　　　  子育て支援センターおひさま

12/20■優良事例として表彰されました。　こどもカフェ　～地域の中の みんなの居場所～12/20■優良事例として表彰されました。　こどもカフェ　～地域の中の みんなの居場所～　えみりあ

町内１/１■2019年がはじまりました 　　　　　　　 町内

■支援物資ご協力ありがとうございました

えみりあ駐車場12/8■ふじ祭り　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　えみりあ駐車場各保育園



青木裕子さんを講師に
迎え、まつかわ大学第3
講座を開催。元NHKア
ナウンサーであり、現
在は軽井沢朗読館の
館長でもある青木さん
による朗読の実演で
は、皆さん魅了され、聞
き入っていました。

今回のお正月飾りは
松を切るのに苦労し
ました。台紙の上の
オアシスに、松や花
を飾ってできあがり！
時間がかかった分、
愛着もわきますね。
2019年も、良い年
になりますように。

高齢者クラブ主催で行わ
れました。介護予防にもな
る「脳」の話を聞いたり、
椅子に座ってできるスト
レッチを
して体を
ほぐした
りしまし
た。

12月12日（水）の東北への支援物資募集では、町民の皆さんより、多
くの支援物資が集まりました。集まった支援物資は次のとおりです。

◯お米約430ｋｇ◯りんご230ｋｇ◯義援金3000円◯日用品ほか

集まった支援物資は、12月15日（土）に宮城県仙台市宮城野区福往
町へ届けました。東日本大震災から約8年の時が経ち、今年は「支援
から交流へ」をスローガンに、松川高校ボランティア部の皆さんと一
緒に現地の方々と交流をしてきました。皆さんのあたたかいご協力、
ありがとうございました。

ジュース屋さんに車屋さ
ん、ピザ屋さんにお寿司
屋さん。今日の保育園は
いつもとちょっと違う！お
店屋さんにもお客さんに
もなって、お家の人と一
緒に楽しみました。子ども
たちの発想に、感心です。

　　　　　　　　えみりあ12/15■まつかわ大学　　　　　　　　　　　　　えみりあ

　　　　　　　　図書館　　　　　　　　  子育て支援センターおひさま12/14■お正月飾りができました　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  子育て支援センターおひさま

12/20■優良事例として表彰されました。　こどもカフェ　～地域の中の みんなの居場所～　えみりあ12/6■脳を守る　　　　　　　  　　　　　　　　　えみりあ

町内

■支援物資ご協力ありがとうございました■支援物資ご協力ありがとうございました

えみりあ駐車場各保育園12/18・19・20■いらっしゃいませ♪楽しいな！ごっこ遊び　　　　　　　　　　       　　　　　　　　　　　　　  各保育園

タウンダイアリー
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広報まつかわ

あなたの想いを生かします

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

・
各
事
業
の
応
募
書
類
は
、
役
場
ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

・
会
計
の
独
立
性
を
図
る
た
め
、
事
業
主
体
で
あ
る
団
体
の
口
座
開
設
が
必
要
で
す
。

　
詳
細
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
　
ま
ち
づ
く
り
推
進
係
　
☎
36
ー
７
０
１
４

　
県
で
は
、「
地
域
発 

元
気
づ
く
り
支
援
金
事
業
」
と
し
て
、
公
共
的
活
動
を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ

な
ど
の
団
体
が
実
施
す
る
地
域
の
元
気
を
生
み
出
す
モ
デ
ル
的
で
発
展
性
の
あ
る
事
業
を
支

援
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 
問
　
南
信
州
地
域
振
興
局
　
企
画
振
興
課
　
☎
53
ー
０
４
０
１

● 

募
集
期
間

・
第
１
回
募
集

　
２
月
１
日（
金
）〜
２
月
28
日（
木
）

・
第
２
回
募
集
　
５
月
予
定

・
第
３
回
募
集
　
10
月
予
定

● 

補
助
対
象
と
な
る
事
業

・
公
益
活
動
支
援
事
業

・
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
創
出
事
業

・
企
画
立
案
賛
同
者
募
集
事
業

● 

補
助
対
象
と
な
る
団
体

　（
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
団
体
）

・
３
人
以
上
で
構
成
さ
れ
て
い
る

・
代
表
者
が
、
町
内
に
在
住
・
在
勤
ま

た
は
在
学
し
て
い
る

・
活
動
拠
点
が
町
内
に
あ
る

・
会
計
処
理
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る

● 

補
助
率
・
補
助
限
度
額

・
ソ
フ
ト
事
業
　

　
補
助
率
10
／
10
以
内
（
限
度
額
30
万
円
）

・
ハ
ー
ド
事
業

　
補
助
率
２
／
３
以
内
（
限
度
額
50
万
円
）

● 

交
付
年
数

　
補
助
事
業
は
単
年
度
ご
と
の
補
助
金

交
付
決
定
と
し
、
年
度
末
に
は
実
績
報

告
会
に
て
活
動
内
容
を
発
表
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
最
大
３
年
ま
で
、
補
助
金

の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
当
初
か
ら
３
年
を
超
え
て

計
画
さ
れ
る
事
業
で
あ
っ
て
、
実
効
性

が
認
め
ら
れ
る
事
業
に
つ
い
て
は
、
ま

つ
か
わ
町
民
提
案
型
ま
ち
づ
く
り
事
業

選
考
委
員
会
の
審
査
に
よ
り
、
２
年
を

限
度
に
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

● 

募
集
期
間

　
３
月
１
日（
金
）〜
３
月
29
日（
金
）

● 

補
助
対
象
と
な
る
事
業

・
町
内
の
道
路
沿
線
や
公
共
施
設
な
ど

の
公
共
用
地
に
お
い
て
行
う
花
い
っ

ぱ
い
美
化
活
動
事
業

※

た
だ
し
、国
・
県
・
町
の
他
の
補
助
金

対
象
と
な
る
事
業
は
除
き
ま
す
。

● 

補
助
対
象
と
な
る
団
体

・
町
内
に
活
動
拠
点

を
お
い
て
対
象
事

業
を
行
う
団
体

● 

補
助
対
象
経
費

・
道
路
沿
線
や
公
共
用
地
へ
の
植
栽
経

費
で
、低
花
木
（
ア
ジ
サ
イ
、ツ
ツ
ジ
、

サ
ツ
キ
な
ど
）
お
よ
び
草
花
の
種
子

代
、
苗
代
、
肥
料
代
な
ど
。

※

団
体
の
組
織
自
体
を
維
持
す
る
た
め

の
経
費
や
運
営
費
（
人
件
費
や
維
持

費
な
ど
）、
用
地
補
償
費
、
食
料
費

な
ど
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

● 

補
助
率
・
補
助
限
度
額

　
補
助
率
10
／
10
以
内（
限
度
額
20
万
円
）

　
松
川
町
が
花
と
緑
に
囲
ま
れ
、
住
む
人
、
訪
れ
る
人
が
憩
い
と
安
ら
ぎ
を
感
じ
ら
れ

る
よ
う
、
自
主
的
な
『
花
い
っ
ぱ
い
美
化
活
動
』
を
行
う
団
体
を
支
援
し
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
が
新
し
い
発
想
に
基
づ
き
、
公
益
活
動
や
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
創
出

に
関
し
て
、
自
主
的
に
行
う
ま
ち
づ
く
り
事
業
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

ま
つ
か
わ
町
民
提
案
型
ま
ち
づ
く
り
事
業 

募
集

松
川
町 

花
い
っ
ぱ
い
美
化
活
動
事
業
　
募
集

平成
31年度 あ

な
た
の
想
い
を
生
か
し
ま
せ
ん
か
？

笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り 

は
じ
め
ま
し
ょ
う

● 

各
事
業
の
応
募
書
類
・
応
募
方
法
な
ど

地
域
発 

元
気
づ
く
り
支
援
金
事
業 

募
集（
２
月
１
日（
金
）ま
で
）

平成
31年度

平成
31年度
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いっしょに育てよう　一人ひとりが輝く　笑顔あふれるまち　まつかわ

猿猿猿猿
猿猿猿猿
猿猿猿猿
猿猿猿猿
猿猿猿猿
猿猿猿猿
猿猿猿猿
猿猿猿猿
猿猿猿猿
猿猿猿猿
猿猿猿猿
猿猿猿猿
猿猿猿猿
猿猿猿猿
猿猿猿猿
猿猿猿猿
猿猿猿猿
猿猿猿猿
猿猿猿猿
猿猿猿猿
猿猿猿猿
猿猿猿猿
猿猿猿猿
猿猿猿猿
猿猿猿猿
猿猿猿猿
猿猿猿猿
猿猿猿猿
猿猿猿猿
猿猿猿猿
猿猿猿猿
猿猿猿猿
猿猿猿猿
猿猿猿猿
猿猿猿猿
猿猿猿猿
猿猿猿猿

猿猿猿猿
猿猿猿猿
猿猿猿猿
猿猿猿猿
猿猿猿猿
猿猿猿猿
猿猿猿猿
猿猿猿猿
猿猿猿猿
猿猿猿猿
猿猿猿猿
猿猿猿猿
猿猿猿猿
猿猿猿猿
猿猿猿猿
猿猿猿猿
猿猿猿猿
猿猿猿猿
猿猿猿猿
猿猿猿猿
猿猿猿猿
猿猿猿猿
猿猿猿猿
猿猿猿猿
猿猿猿猿
猿猿猿猿
猿猿猿猿
猿猿猿猿
猿猿猿猿
猿猿猿猿
猿猿猿猿
猿猿猿猿
猿猿猿猿
猿猿猿猿
猿猿猿猿
猿猿猿猿

松
川
町
奨
学

松 
川 
町 
奨 
学 
金金

　

町
で
は
、
高
校
お
よ
び
大
学
な
ど
に
進
学
す
る
方
、
ま
た
は
在
学
中

の
方
を
対
象
に
奨
学
金
貸
与
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

対
象
者

　

学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校
・
高
等
専
門
学
校
・
専
修
学
校
高
等

課
程
・
大
学
（
海
外
の
大
学
は
含
ま
な
い
）・
大
学
院
・
短
期
大
学
・

専
修
学
校
専
門
課
程
に
進
学
ま
た
は
在
籍
の
方

対
象
要
件

・
進
学
す
る
際
に
松
川
町
に
引
き
続
き
１
年
以
上
居
住
さ
れ
て
い
る
方

・
経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
困
難
と
認
め
ら
れ
る
こ
と

・
日
本
学
生
支
援
機
構
な
ど
そ
の
他
の
団
体
か
ら
別
に
学
費
な
ど
を
受

け
て
い
な
い
こ
と

貸
与
額
（
月
額
）

・
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
高
等
課
程　

２
万
円
以
内

・
大
学
、
大
学
院
、
短
期
大
学
、
専
修
学
校
専
門
課
程　

５
万
円
以
内

※
貸
与
期
間
は
正
規
の
修
業
期
間

※
交
付
時
期
は
７
月
、　

月
、
１
月
の
３
回
に
分
割

１０

　
（
１
年
分
、
半
年
分
の
一
括
交
付
も
可
能
で
す
）

償
還

・
学
校
卒
業
月
の
１
年
後
か
ら
、

　

貸
与
を
受
け
た
期
間
の
３
倍
の
期
間
内
で
の
償
還
（
無
利
子
）

申
込
み
締
切　

４
月　

日
（
金
）

１２

申
込
み
方
法

　

申
込
書
類
（
こ
ど
も
課
ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
こ
ど
も
課
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

ふ
る
さ
と
学
費
応
援
補
助

ふ
る
さ
と
学
費
応
援
補
助
金金

　

町
で
は
、
向
学
心
に
富
む
若
者
を
応
援
し
、
ふ
る
さ
と
を
担
う
人
材

の
確
保
と
地
域
の
活
力
を
創
出
す
る
た
め
、
平
成　

年
度
よ
り「
ふ
る
さ

２８

と
学
費
応
援
補
助
金
」
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

奨
学
金
を
受
け
て
大
学
な
ど
に
進
学
し
、
卒
業
後
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
て

松
川
町
に
居
住
し
て
い
る
方
や
就
職
な
ど
で
松
川
町
に
住
む
よ
う
に

な
っ
た
方
が
、
返
還
し
て
い
る
奨
学
金
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

対
象
者

　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

・
奨
学
金
（
町
お
よ
び
日
本
学
生
支
援
機
構
な
ど
含
む
）
の
貸
与
を
受

け
て
大
学
、
短
大
、
専
修
学
校
専
門
課
程
に
進
学
し
た
方

・
平
成　

年
４
月
以
降
か
ら
奨
学
金
の
返
還
を
開
始
し
た
方
、
ま
た
は

２７

平
成　

年
４
月
以
降
に
新
た
に
松
川
町
に
住
民
登
録
し
た
方

２７

・
月
賦
、
半
年
賦
、
年
賦
で
奨
学
金
の
返
還
を
行
い
、
滞
納
し
て
い
な

い
方

・
補
助
申
請
す
る
前
年
度
よ
り
引
き
続
き
松
川
町
に
住
民
登
録
が
あ
り
、

居
住
し
て
い
る
方

・
交
付
期
間
後
も
引
き
続
き
松
川
町
に

　

居
住
す
る
意
志
の
あ
る
方

・
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
方

補
助
金
額

　

前
年
度
に
返
還
し
た
奨
学
金
の
４
分
の
１

※
年
間
最
大
５
万
円

※
連
続
し
て
５
年
間
を
限
度

申
込
み
締
切　

４
月　

日
（
金
）

２６

　

補
助
金
の
対
象
者
、
奨
学
金
の
種
類
、

　

申
込
み
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

県
で
は
、
高
等
学
校
へ
の
進

学
を
応
援
す
る
た
め
、
授
業
料

補
助
な
ど
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

●
高
等
学
校
就
学
支
援
金

　

授
業
料
に
充
て
る
た
め
の
一

定
額
を
支
給
し
ま
す
。
返
済
は

不
要
で
す
。

●
高
校
生
等
奨
学
給
付
金

　

授
業
料
以
外
の
教
育
費
に
充

て
る
た
め
の
一
定
額
を
支
給
し

ま
す
。
返
済
は
不
要
で
す
。

●
高
等
学
校
等
奨
学
金
お
よ
び

遠
距
離
通
学
費

　

授
業
料
や
通
学
費
を
無
利
子

で
貸
付
し
ま
す
。

○
申
請
時
期　

高
校
入
学
後

＊
支
援
を
受
け
る
に
は
所
得
要

件
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問　

長
野
県
教
育
委
員
会

　
　

事
務
局
高
校
教
育
課

☎
０
２
６－

２
３
５－

７
４
２
８

長
野
県
で
も

高
校
へ
の
進
学
を

支
援
し
ま
す

こ
ど
も
課　

学
校
教
育
係　

☎　

－

７
０
２
３

３６

進
学
を

　
応
援
し
ま
す
！

進
学
を

　
応
援
し
ま
す
！
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広報まつかわ

　町では、少子高齢化や人口減少といった社会課題の一つの解決策として、観光を手段にした町づくりをすすめて
います。その専門組織として平成30年4月(一社)南信州まつかわ観光まちづくりセンターを設立しました。くだ
ものの里まつかわの果物狩り観光に加え、歴史や自然体験など地域の観光資源を活かし、滞在時間をより長くし地
元との交流を楽しむ「滞在交流型」観光の推進や、地域全体の観光マネジメントを一元的に観光まちづくりセンター
に委託することにより、従来より効果的に観光人口の増加を狙います。そして、それにより地域経済が向上すること
を目的としています。町では、観光まちづくりセンターへの委託事業を含め多様な観光振興に努めていきます。

 『(一社）南信州まつかわ観光まちづくりセンターに現在委託中の主な事業 』 
◯滞在交流プログラム（プログラムの企画・販売）
　地域の行事体験、お寺体験、田舎の朝体験　など

◯観光ワンストップ窓口（地域の着地型旅行商品と市場をつなぐ窓口開設）
観光案内所の開設、体験プログラム手配、観光マップ作成

◯広報・マーケティング（町の地域ブランドのプロモーション）
パンフレットの作成・配布、各種媒体への広告掲載、満足度調査　など

◯旧青年の家あと利用（滞在交流型観光の拠点としての利用検討）
ツリードーム（宿泊施設）期間限定オープンを企画運営

◯特産品企画（ふるさと納税）
松川の特産品をふるさと納税で全国にＰＲ、商品開発 産業観光課　商工観光係　☎36－7027

「観光地域づくり」 で 「まちづくり」「観 域域 くり光地「観光 域づづく地 で で ま づづ「 くりち くり」「観光地域づくり」 で 「まちづくり」

はじめまし
て！

よろしくお願い
します！

ありがとうございました！
卒業します！

地域おこし協力隊です！

　会社勤め25年程、です。金融
機関に４年。地域のさまざまな
資源を利活用した体験プログラ
ムを展開する組織に７年。世の
中にたくさんある社会課題、環
境課題を企業、行政、市民と一
緒に解決、改善する会社に14年程おりました。そし
て、平成30年10月に南信州まつかわ観光まちづくり
センターへ。観光の分野で、松川町の皆さんとゲスト
の“架け橋”となるべく、自身の役割を果たします。
よろしくお願いします。

年程おりまししたた そし

　松川町へ来てから早くも3年
の月日が経ちました。この間生
田の旧東小学校を拠点に自然観
察会、染め物の体験教室、手話
の勉強会、図書室の開放、カ
フェ営業の準備などを行い、多
くの方々にご協力いただきましたこと、感謝申し上げ

ます。私はこれから勉強の
ために一度長野を離れる
こととなりました。
　現在行われている旧東
小学校の活動は継続され
ることになりました。どう
ぞ宝物いっぱいの旧東小学
校へ遊びに来てください。３
年間ありがとうございまし
た！

大嶺　尊隊員
（出身：東京都世田谷区）

上 野 秀 幸 隊 
員

活動期間：平成28年4月～平成31年1月

たかしおおみね

● 地域おこし協力隊とは・・・
●地域おこし協力隊は、人口減少や高齢化等の進行
が著しい地方において、地域外の人材を積極的に誘
致し、その定住・定着を図ることで、意欲ある都市住
民のニーズに応えながら、地域力の維持・強化を図っ
ていくことを目的とする取り組みです。 ●松川町で
は、平成 27年 4月より、地域おこし協力隊員が活躍
しています。
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2020東京
　オリ・パラ
2020東京
　オリ・パラ ホストタウンニュースホストタウンニュース №13

松川中学校1年生　飯田国際交流の夕べでコスタリカ料理を提供
　１２月９日、松川中学校１年生の３人が、飯田市で開催さ
れた「国際交流の夕べ」にてコスタリカ料理を提供しまし
た。このイベントは今年で２９回目、約２０カ国の料理提供や
文化紹介、体験などが行われ、約１０００人の来場者に会場は
盛り上がりました。

　会場では松川高校ボランティア部もスタッフとして参
加。昨年に続き２回目の出展、「去年おいしかったから、
今年も楽しみにしていました」と嬉しい声もいただきま
した。

コスタリカと言えば「ガジョピント(黒豆ごはん)」

ウルグアイの先生とスペイン語教室クリスマスパーティー
　１２月１６日、JICA駒ヶ根訓練所でスペイン
語を教えているカイオさん（ウルグアイ出身）
を招いて、クリスマスパーティーを行いまし
た。少しずつ勉強してきたスペイン語、緊張
しながらも一生懸命話しかけました。会話が
できたときの達成感は何とも言えません。

トルティーヤに
好きな具を挟んで揚げた
「エンパナーダ」

　後半は料理体験。み
んなで作って食べるご
はんは muy    rico  (とて

ムイ リコ

もおいしい)！コスタ
リカのコーヒーやチョ
コレートもいただいて、
中南米の文化を楽しみ
ました。

自己紹介や歌に
挑戦したよ

 ¡Feliz  
フェリス

 Navidad  
ナビダ

 y  
イ

 Año  
アニョ

 Nuevo !
ヌエボ

(メリークリスマス、そして明けましておめでとう)
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住みよいまちをつくります

No.54
教育委員会通信
☎36-7023育事情と教育旅行の受入れ

　「一衣帯水」という四文字熟語があります。「一筋の幅の狭い海を隔てて隣り合っている同士は、固いつな
がりを保っていかなければならない」という意味の込められた言葉です。松川町は、隣国中国からの教育旅
行を積極的に受け入れています。同年代の子どもたちはすぐに仲良くなります。一緒に遊んだり、授業を
受けたり、給食を食べたりと民族や言語を越えて共通の世界を築いていきます。
　中国の学校は、日本の学校の掃除や給食の配膳・片付けに関心を持っています。自分たちが生活する場所
を整えること、調理してくださった方に感謝することなど、日本のよさを教育に取り入れようとする動き
があります。また、教育旅行の受入れは、松川町へのインバウンドの可能性も秘めています。

浙江省秀州現代実験学校   松川中　２０１７年１月１８日

先鋒学校の皆さんが踊りを披露してくれました 第一小学校の皆さんとプレゼント交換

瀋陽市渾南区第一小学校   北小
２０１８年７月２０日

ジャンケン列車で一層仲良くなりました歓迎のアーチを作って旅行団を迎えます

机を並べて数学の授業を学びます 学校給食での語らい、笑顔が弾みます

河南少年先鋒学校   中央小　２０１８年４月１９日
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びじょん遊

びじょん学 ～中国の教育は今～ 中国教  
　１１月３日～６日、「中国教育明徳フォーラム２０１８」の主催者から
の招待を受け、教育長と北小教頭が中国北京を訪問しました。２００２
年に始まった同フォーラムは今年が１７回目の開催。中国全土から
４８００人もの教育長、校長らが出席し、大会の模様は全国にインター

ネット中継され、４０万人が視聴しました。また北京市教育委員会の計らいで、北京市内の二つの学校を訪問
し、授業参観や幹部職員との懇談で、両国が抱える教育上の課題とその解決策について意見交換をしました。

　中国教育フォーラムでは教育界
をリードする方々からの提案があ
りました。「子どもらが創造的・主体
的に学ぶ環境づくり」「AI時代に
なっても必要な能力とは」「ICTを活
用した教育」「教員の資質向上」など、
日本の直面している課題と共通す
るものが多く、学ぶことが数多くあ
りました。

　どの学校でも愛国心、愛校心の醸成に
力が注がれていました。学校の施設面も
整えられていて、教育環境の充実ぶりが
伺えました。中でも最大の環境である教
員については、「先生が誇りと幸せ感を
持って教えることができる職場づくり
が何より大事」と、教員がチームとなっ
て指導にあたれるよう十分な配慮がさ
れていました。

実験学校の図工の授業。パソコンとプロジェクターが、
この教室でも使われていました

七一小学校の校庭では体育の授業。サッカーには特に力を
入れており、良い成績を収めているとのことでした

教育フォーラム会場の中国国家会議センター 北京市海淀区七一小学校の幹部職員との懇談会

毎週月曜の朝は校庭で国旗・校旗を掲揚し、
国歌と校歌を斉唱します（望京実験学校） 北京市望京実験学校の校長先生と

七一小学校の代表児童が私たちを迎えてくれました
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住みよいまちをつくります

松
川
高
等
学
校

　
「
今
年
も
忘
れ
ず
い
て
く
れ
て
嬉
し

い
。高
校
生
も
一
緒
に
来
て
く
れ
る
な

ん
て
感
激
！
」と
、仙
台
市
福
住
町
の
皆

さ
ん
。震
災
前
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
と

い
う「
福
住
方
式
」の
防
災
・
減
災
訓
練
を

楽
し
み
な
が
ら
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
、

温
か
い
人
間
関
係
に
癒
さ
れ
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
が
東
日
本
大
震
災

の
年
か
ら
始
め
た
「
り
ん
ご
一
箱
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
も
、
今
回
で
７
回
目
。
り

ん
ご
農
家
さ
ん
に
支
え
ら
れ
て
１
０
０

０
㎏
以
上
の
り
ん
ご
を
お
届
け
し
て
き

ま
し
た
。
今
年
は
、
松
川
町
役
場
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
部
と
の

協
働
の
支
援
活
動
で

す
。
り
ん
ご
を
お
届

け
し
た
ほ
か
、
女
川

「
命
の
碑
」や
大
川
小

学
校
な
ど
視
察
、
持

参
し
た
蜜
蝋
と
石
巻

の
ハ
マ
ナ
ス
の
キ
ャ

ン
ド
ル
作
り
も
行
い

ま
し
た
。
町
民
の
皆

さ
ま
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

役
場
と
一
緒
に
松
川
の「
お
い
し
い
り
ん
ご
」

仙
台
市
・
石
巻
市
に
お
届
け
し
て
き
ま
し
た

松
川
北
小
学
校

　

北
小
金
管
バ
ン
ド
は
、週
に
３
日

（
火
・
水
・
金
）、朝
の　

分
間
を
中
心
に

２５

練
習
を
し
て
い
ま
す
。今
年
は
４
年
生

　

人
、５
年
生
４
人
、６
年
生　

人
の
計

１４

１０

　

人
の
仲
間
で
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。

２８
　

校
内
音
楽
会
を
は
じ
め
、町
音
楽
祭

や
地
区
演
芸
祭
、そ
れ
か
ら
町
吹
奏
楽

団
の
演
奏
会
や
地
区
運
動
会
に
も
参
加

を
し
ま
し
た
。

　
　

月
に
は
、今
年
度
最
後
の
発
表
で

１２
も
あ
っ
た「
飯
伊
管
楽
器
交
歓
演
奏
会
」

に
参
加
し
、飯
田
文
化
会
館
の
ホ
ー
ル

い
っ
ぱ
い
に
北
小
金
管
バ
ン
ド
の
音
色

を
奏
で
て
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

北
小
金
管
バ
ン
ド
の
良
さ
は「
一
生

懸
命
さ
と

素
直
な
音

色
」で
す
。

来
年
度
も

頑
張
り
ま

す
♪
応
援

よ
ろ
し
く

お
願
い
し

ま
す
！

松
川
北
小
金
管
バ
ン
ド

松
川
中
央
小
学
校

　

本
校
の
図
書
館
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

ま
し
た
。本
棚
の
高
さ
や
配
置
・
デ
ザ
イ

ン
を
変
え
、安
全
で
使
い
や
す
く
、子
ど

も
た
ち
が
よ
り
一
層
楽
し
め
る
図
書
館

と
な
り
ま
し
た
。

　
　

月
の「
さ
ざ
ん
か
読
書
週
間
」で
は
、

１２
け
や
き
応
援
団「
本
読
み
聞
か
せ
隊
」や

Ｐ
Ｔ
Ａ
教
養
部
の
皆
さ
ん
、図
書
委
員

に
よ
る
読
み
聞
か
せ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、「
お
話
を
つ
く
ろ
う
」企
画
で
は
、

自
分
で
考
え
た
お
話
を
冊
子
に
ま
と
め
、

展
示
し
ま
し
た
。シ
リ
ー
ズ
で
何
冊
も

制
作
し
た
子
も
い
ま
し
た
。大
勢
の
子

ど
も
た
ち
が
こ
の
企
画
に
参
加
し
力
作

ぞ
ろ
い
で
し
た
。図
書
館
を
訪
れ
た
子

ど
も
た
ち
も
、友
だ
ち
の
作
っ
た
お
話

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

読
書
週
間

に
限
ら
ず
、

図
書
館
で
は

い
ろ
い
ろ
な

企
画
が
行
わ

れ
、多
く
の

子
ど
も
た
ち

が
集
ま
っ
て

い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
集
ま
る
図
書
館

松
川
中
学
校

　

４
月
に
は
、町
内
の
２
つ
の
小
学
校

よ
り
、１
１
１
人
の
生
徒
が
松
川
中
学

校
に
入
学
す
る
予
定
で
す
。

　

そ
の
子
ど
も
た
ち
と
保
護
者
に
向
け

て
、体
験
学
習
お
よ
び
保
護
者
説
明
会

を　

月
４
日
に
行
い
ま
し
た
。オ
リ
エ

１２
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、１
年
生
が
ま
ず

合
唱
で
歓
迎
し
、中
学
校
生
活
の
様
子

を
説
明
し
ま
し
た
。こ
の
後
、６
年
生
の

児
童
は
、数
学
や
英
語
な
ど
の
体
験
授

業
を
受
け
ま
し
た
。

　

保
護
者
に
向
け
て
、学
校
長
に
よ
る

中
学
校
の
学
校
方
針
や
入
学
に
向
け
て

の
講
話
、各
担
当
か
ら
、中
学
校
生
活
に

つ
い
て
の
説
明
、最
後
に
は
、松
中
リ

ユ
ー
ス
品
の
受
け
渡
し
を
行
い
、説
明

会
が
終
了
し
ま
し
た
。

　

緊
張
し
な

が
ら
も
、集
中

し
て
授
業
を

受
け
て
い
る

６
年
生
の
姿

が
あ
り
ま
し

た
。４
月
か
ら
、

と
て
も
楽
し

み
で
す
。

新
入
生
体
験
学
習
・
説
明
会

み
ん
な
の
学
校

み
ん
な
の
学
校

楽
し
い
な
♪ 

今
日
も
元
気
に 

い
っ
て
き
ま
す
！

楽
し
い
な
♪ 

今
日
も
元
気
に 

い
っ
て
き
ま
す
！

福住町にお届けした
りんごや米など

持参した蜜蝋と石巻のハマナスで
キャンドル作りのワークショップ
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２
月
２
日
（
土
）　

時　

分
よ
り
、

１０

３０

大
人
向
け
の
お
り
が
み
教
室
を
開
催
し

ま
す
。

　

今
年
度
最
後
と
な
る
今
回
は

『
野
ば
ら
』
を
２
種
類

（
平
面
と
立
体
）

作
り
ま
す
。

　

講
師
は
、
飯
田
下
伊
那
内
外
で
活
躍

さ
れ
て
い
る
、
竹
内
恵
子
先
生
で
す
。

　

当
日
は
、
お
り
が
み
を
持
参
い
た
だ

く
か
、
無
い
方
は　

円
を
お
つ
り
の
な

３０

い
よ
う
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
図
書
館

ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

お
友
だ
ち
と
お
誘
い
合
っ
て
、
ぜ
ひ

お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

に
こ
に
こ
　
の
び
の
び

に
こ
に
こ
　
の
び
の
び

　

伝
統
行
事
を
子
ど
も
た
ち
に
経
験
さ

せ
て
あ
げ
た
い
！
と
い
う
思
い
か
ら
始

ま
っ
た
保
護
者
会
お
餅
つ
き
。
炊
き
立

て
の
も
ち
米
の
香
り
に
喜
ん
だ
り
、
だ

ん
だ
ん
お
餅
に
な
っ
て
い
く
様
子
を
見

た
り
し
て
、
自
分
で
杵
を
持
っ
て
お
餅

つ
き
を
楽
し
み
ま
し
た
。
つ
き
た
て
の

お
餅
は
格
別
で
、
み
ん
な
た

く
さ
ん
食
べ
、
大
満
足
の
貴

重
な
体
験
が
出
来
ま
し
た
。

今月は

名子中央保育園！

２
月
の
図
書
館
予
定

お
り
が
み
教
室

平
面
・
立
体
の
野
ば
ら
作
り

水
曜
日
　
休
館
　
月
・
金
曜
日
　
10
時
〜
21
時
（
祝
日
は
18
時
）

火
・
木
・
土
・
日
曜
日
　
10
時
〜
18
時
（
第
３
日
曜
は
17
時
）

お
い
で
よ
図
書
館

お
い
で
よ
図
書
館
水
曜
日
　
休
館
　
月
・
金
曜
日
　
10
時
〜
21
時
（
祝
日
は
18
時
）

火
・
木
・
土
・
日
曜
日
　
10
時
〜
18
時
（
第
３
日
曜
は
17
時
）

つきたてのお餅はやっぱりおいしいよ！

・
大
人
向
け
お
り
が
み
教
室

　
　

２
日
（
土
）　

時　

分
～

１０

３０

・
ノ
ン
タ
ン
の
会 

　
　
　

日
・　

日
（
火
）　

時　

分
～

１２

２６

１０

３０

・
こ
ん
に
ち
は
絵
本　

カ
月

１１

　
　
　

日
（
木
）　

時　

分
～

１４

１０

３０

・
お
た
の
し
み
会

　
　
　

日
（
土
）　

時　

分
～

１６

１０

３０

・
自
分
の
本
を
つ
く
る
会

　
　
　

日
（
金
）　

時　

分
～

２２

１９

３０

・
よ
み
ま
い
カ
ー　

　
　

２
日
・　

日
（
土
）

１６

　
　
　

松
川
町
図
書
館

　

☎　

－

３
７
４
６

３６

きな粉をたっぷり！
美味しくなぁれ

どうやるの？
杵って重たいんだ

金曜おはなし会
毎週金曜日
１５：３０～

お
す
す
め
本

『
本
の
虫
の
本
』 

林
哲
夫
他
著

　
「
犬
耳
（
ド
ッ
グ
イ
ヤ
ー
）
す
る
」

と
は
？
「
つ
ん
ど
く
」
と
は
？

　

そ
ん
な
本
に
ま
つ
わ
る
専
門
用
語
を
、

本
の
虫
５
人
が
ま
と
め
た
用
語
集
で
す
。

こうやって、蒸したもち
米をついていくんだよ

ぺったんぺったん
おもちつき！



頑張って食べるよ！頑張って食べるよ！頑張って食べるよ！

大 場 達 貴 くん
3日生まれ　3歳

苦手な野菜も
頑張って食べるよ！

たつ　　　き

大大 場 達 貴大 場 達 貴 くんくくん
3日生まれ3日生まれ　3歳3歳

菜も苦手苦手な もな もな手苦手な野菜も

きつ　　　たたつ　　　き

中 平 瑛 大 くん
31日生まれ　1歳

笑顔いっぱい　元気いっぱい
大きくなあれ！！

えい　　た

中中 平 瑛 大中 平 瑛 大 くんくくんくくん
31日生まれ31日生まれ 1歳1歳

いいっぱいい元気いい 元気っぱいいいっい笑顔笑 ぱぱ笑 元気 ぱぱ 気 ぱぱ ぱぱ笑顔笑顔 ぱぱ笑顔笑 気笑顔いっぱい　元気いっぱい

たえい　　たたえい　　た

●
発
 行
：
松
川
町
役
場
　
　
　
〒
3
9
9‐3
3
0
3
　
長
野
県
下
伊
那
郡
松
川
町
元
大
島
3
8
2
3
　
　
　
TEL 0

2
6
5
－
3
6
－
3
1
1
1
　
FA
X
 0
2
6
5
－
3
6
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5
0
9
1

●
編
 集
：
広
報
編
集
委
員
会
　
　
●
印
 刷
：
龍
共
印
刷
（
株
）

Ｅ
メ
ー
ル
■
 info@

m
atsukaw

a-tow
n.jp　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
■
http

://w
w
w
.m

atsukaw
a-tow

n.jp

１月っこ１月っこ１月っこ
大集合！！大集合！！大集合！！2
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「みんなの笑顔」では、3歳になるまでのお子さんのお写真を誕生月に掲載します。ぜひお申込みください。来月3月号では、平成28・29・30年2
月生まれのお子さんを掲載します。ご希望の方は、写真にお子さんのお名前（ふりがな）・生年月日・保護者の方のお名前・住所・電話番号・コメン
ト（30字内）を添えて、役場までお持ちください。メールでも受付可（seisaku@matsukawa-town.jp）。メールの件名に「みんなの笑顔申込み」
と入れてください。詳細は、お問い合わせください。締め切りは 1月31日(木)です。　　まちづくり政策課　電話：36－7014

昭和30年代頃昭和30年代頃

七椙神社は、平安時代の末、片切氏より分かれた大島氏が自領
の鎮守として奉祀したものと伝えられます。境内には 7 本の御神
木を中心とする杉の巨木があり、七椙神社社叢として町の天然記
念物に指定されています。
また、上新井地区といえば「あらい商店街」。昔と今を比べてみ
ました。夏はあらいの祇園祭、お正月には消防団の出初式が行わ
れます。

七椙神社は、平安時代の末、片切氏より分かれた大島氏が自領
の鎮守として奉祀したものと伝えられます。境内には 7 本の御神
木を中心とする杉の巨木があり、七椙神社社叢として町の天然記
念物に指定されています。
また、上新井地区といえば「あらい商店街」。昔と今を比べてみ
ました。夏はあらいの祇園祭、お正月には消防団の出初式が行わ
れます。

七椙神社は、平安時代の末、片切氏より分かれた大島氏が自領
の鎮守として奉祀したものと伝えられます。境内には 7 本の御神
木を中心とする杉の巨木があり、七椙神社社叢として町の天然記
念物に指定されています。
また、上新井地区といえば「あらい商店街」。昔と今を比べてみ
ました。夏はあらいの祇園祭、お正月には消防団の出初式が行わ
れます。

和 年代昭和30年代頃

大洲七椙神社とあらい商店街大洲七椙神社とあらい商店街大洲七椙神社とあらい商店街

現在現在現在

春の七椙神社春の七椙神社春の七椙神社

広報まつかわは再生紙を使用しています。排出する際は、古雑誌でお願いします。


	新年のご挨拶
	松川町の将来のことをいっしょに語り合いませんか？
	県民税の申告と所得税の確定申告
	お知らせ
	タウンダイアリー
	笑顔あふれるまちづくり はじめましょう
	進学を応援します！
	「観光地域づくり」で「まちづくり」／地域おこし協力隊です！
	ホストタウンニュース№13
	学びじょん遊びじょん
	みんなの学校
	にこにこのびのび／おいでよ図書館
	みんなの笑顔／上新井から松川町を眺めてみよう！

